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はばたけ！ 広がれ！ ま～ゆワールド！！

代表世話人 安井啓子

紅や黄色に染め上げられた山々に囲まれ、自

然の移ろいを身近に堪能できるこの地に暮ら

す幸せを感じます。

みなさんは、この一年“ま～ゆ„をどのように活

用されましたか？

「ま～ゆは本当に人材が豊富だね」「○○をし

てもらって大助かり」「お助け一覧表を眺めて

いるだけで楽しい」「何か有った時、頼めるっ

て思うだけで心強い」「仕事を離れ、肩書きの

ない付き合いができるのがいい」等の声を聞き

ます。

暮らしに彩りを添え、温もりと生きがいが感

じられる地域を創りたいと始まった“ま～ゆ„は、

ま～ゆ市をはじめ、様々なモノ･コト交換､会員

交流会だけでなく、今年は更に会員以外の方た

ちとの交流も生まれ、可能性を広げてきました。

その一つが ６月末に発足した｢須川夢くら

ぶ｣です。構成団体は､ＪＡ城下活性化組合・JＡ

城下支所・ＪＡファーム・蚕都くらぶ･ま～ゆ・

長野大学安井ゼミ・城南公民館の６団体です。

須川の棚田をお借りしての田んぼプロジェク

トも２年目を迎え、耕地面積も増え更に畑プロ

ジェクトにも拡大しました。この間の地元の方

たちとの交流の積み重ねのお陰で、７月には

「須川ホタルと歌う夕べ」を須川地区の大勢の

みなさんの参加を頂き、楽しく、賑やかに開く

ことが出来ました。「生産の場である田んぼを

コンサート会場に活用するなんて、これまで考

えてもみなかった。“ま～ゆ„のみなさんの発想

には地元も大いに刺激を受けます」とは、須川

自治会長青木一郎さんのお言葉です。

今後は、須川の豊かな自然をフィールドにそ

れぞれの持ち味を活かしあい、協力して楽しみ

ながら新たな企画を練っていきたいものです。

ま～ゆ田んぼの看板「共に耕し、共に食べよう」

（ホーおじさん作）がま～ゆ精神を体現してい

ます。

もう一つは、長野大学学生有志が運営してい

る「学生、地域くらし創り考房こみっと」との

連携です。その拠点であるネットワークハウス

縁舎の立ち上げ準備には、陰ながらま～ゆの方

たちの物心両面の応援があり、この10月にオー

プン記念イベントが開かれました。ここでは、

「ま～ゆ紙券」が実験的に発行され、地元下之

郷の方たちに使っていただきました。

「地域通貨」の取り組みはまだまだ試行錯誤

の段階ですが、それだからこそ おもしろく可

能性を秘めているように思います。このように

いろいろな団体、グループとの協働･連携を視

野に入れながら更に使いやすいものに改革し、

もっと多くの人が「地域通貨」＆“ま～ゆ„に参

加しやすいようにしていきたいと考えていま

す。

しかし、大事なことは、誰かがやってくれるの

を待つという「受け身」ではなく、ひとり一人

が感じたり考えたりしたことをどんどん出し

合ってまずは出来る事から何でもチャレンジ

してみることではないでしょうか？

異業種、異世代間の交流を深め、金の縁より

人の縁を大切にし、「競争」ではなく「共生・

協働」の地域社会づくりをめざして！

はばたけ！ 広がれ！ ま～ゆワールド！！
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【2002 年】

11 月 21 日 第 2 回木曜ま～ゆ

11 月 27 日 ｢エンデの遺言…｣を観る会

会場＝熱勝

11 月 28 日 世話人会

12 月 10 日 第 14 回ま～ゆ市

12 月 13 日 忘年会

12 月 19 日 第 3 回木曜ま～ゆ

12 月 23 日 もちつき大会

12 月 29 日 世話人会

【2003 年】

1 月 10 日 第 15 回ま～ゆ市

1 月 16 日 第 4 回木曜ま～ゆ

2 月 5 日 世話人会

2 月 9 日 宝塚NPOセンター＆神戸商科大学教

授らによる「ま～ゆ」のヒアリング

調査と意見交換会（東急イン）

[柴田博･照子、黒田敏子、竹内充、

安井啓子･幸次、宮下]

2 月 10 日 第 16 回ま～ゆ市（神戸商科大学院

生、大阪経済大学教授視察）

2 月 19 日 青木村ボランティア団体（約 20 名

出席）に地域通貨の説明とま～ゆの

紹介[前田、木下]

2 月 20 日 第 5 回木曜ま～ゆ

2 月 21 日 世話人会

2 月 27 日 かっちゃく送別会

3 月 味噌作り(2 コースで実施

3 月 10 日 第 17 回ま～ゆ市

3 月 19 日 世話人会

3 月 20 日 第 6 回木曜ま～ゆ

4 月 1 日 須川自治会、ＪＡ等関係団体との現

地打ち合わせ会

4 月 10 日 第 18 回ま～ゆ市

4 月 17 日 第 7 回木曜ま～ゆ

4 月 19 日 春風サイクリング

上田城～別所公園

5 月 1 日 世話人会

5 月 11 日 午前＝擬洋風建築見学＆まち歩き

午後＝第 19 回ま～ゆ市＆草もちを

作って食べよう会

5 月 15 日 第 8 回木曜ま～ゆ

5 月 25 日 須川ま～ゆ田んぼ田植え

5 月 30 日 信濃毎日新聞記者取材[中島、安井]

6 月 19 日 〃 [前田､竹内充]

6 月 4 日 世話人会

6 月 10 日 第 20 回ま～ゆ市（信毎取材）

6 月 6・8日 竹炭作り

6 月 15 日 ホタルコンサート実行委員会

城南公民館にて

6 月 19 日 第 9 回木曜ま～ゆ

6 月 21 日 上小ボランティア協議会研修交流

集会「地域通貨」分科会講師安井

6 月 25 日 「須川夢くらぶ」発足

ＪＡ城下支所にて[中島、安井]

6 月 27 日 午前＝ＪＡ長野中央会＆京都府立

大学北川先生「ま～ゆ」ヒアリング

調査＆意見交換会[中島、安井]

夜＝世話人会

7 月 5 日 「ほたると歌う夕べ」須川棚田にて

地元の人とで総勢約 80名

7 月 10 日 第 21 回ま～ゆ市

7 月 17 日 第 10 回木曜ま～ゆ

7 月 27 日 世話人会

8 月 1 日 長野県内地域通貨実践団体意見交

換会＝松本市[田中、安井]

8 月 3 日 須川 蕎麦の種まき

8 月 10 日 第 22 回ま～ゆ市＆セーカパーティ

ー＝須川地区グランドにて

8 月 21 日 午前＝第 11 回木曜ま～ゆ

夜＝世話人会

8 月 28 日 飯山市女性団体「芽ぶきの会」来上

田（約 20 名）「ま～ゆ」視察、交流

会[中島、柴田、前田、家氏、西沢、

松井､安井]

8 月 29 日 「須川夢くらぶ」と須川地元住民と

の交流・交歓会[中島、柴田、前田、

斎藤、我孫子、安井]

9 月 10 日 第 23 回ま～ゆ市（法政大学学生本

道さん視察）

9 月 18 日 第 12 回木曜ま～ゆ

10 月 3 日 世話人会

10 月 5 日 ま～ゆ田んぼ 稲刈り

10 月 10 日 第 24 回ま～ゆ市

10 月 11 日 ま～ゆ田んぼ 脱穀

10 月 16 日 第 13 回木曜ま～ゆ

10 月 19 日 学生地域くらし創り考房こみっと、

ネットワークハウス縁舎オープン

記念参加

10 月 24 日 世話人会

10 月 26 日 清津峡バスハイク

ま～ゆ一年のあゆみ
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ネットワークハウス縁舎オープン記念イベントを終えて

NO.15 みっちゃん

（学生 地域くらし創り考房 こみっと 共同代表兼事務局長 竹内充）

10 月 19 日に「学生 地域くらし創り考房 こみっと」主催で「ネットワークハウス縁舎(えん

しゃ)」のオープン記念イベントを行ないました。当日は多くの方々に来ていただいて、だいたい

150 名ぐらいの参加者でした。本当にありがとうございました。

今年の４月から学生と地域の方々を結びつける活動を始め、まずは学生や地域の方、地域で

活動している方など、いろいろな人々が集まれる地域の拠点となる場所をつくろうという事で動

き出しました。しかし、拠点をつくるといっても最初はその場所のあてが全くありませんでした。

そんな中、地域の方々に御相談してみると、「下之郷にある長福寺というお寺でほとんど使ってい

ない建物があるから聞いてごらん」という御返事をいただきました。さっそく私たちは長福寺さ

んを訪ねてみました。そして、御住職や檀家の総代の方々に私たちのことを御説明し、何とか建

物を貸していただけないかと御相談しました。御相談したところ「学生さんたちのそういう活動

であれば無償で貸してあげましょう」との御返事をいただいたので、地域の拠点改修工事がスタ

ートしました。

もともと縁舎は「かしわ保育園」という保育園だった建物で、かしわ保育園が他の保育園と

統合されたあと長福寺さんが建物の所有権を得たものでした。

改修工事をスタートさせましたが、私を含め学生全員が素人なので、改修工事といってもす

ぐに進められるものではありませんでした。そこで、地域の大工さんや設備屋さん、電気屋さん

など多くの方々のアドバイスや、一緒に作業していただいて進めることとなりました。学生たち

は、はじめは慣れないことばかりで戸惑っていましたが、アドバイスや御指導を受けながらだん

だんと作業は進んでいきました。

そんな中、建物の名前が「ネットワークハウス縁舎」と決まりました。「縁舎」とは人と人の

「縁」が結びつくような場所にしたいという想いと、誰でも気軽に立ち寄れる「縁側」のような

場所にしたいという想いから名付けました。

その後、10 月 19 日に縁舎をオープンさせようということが決まりました。はじめは 10 月 19

日までに建物全てが完成している予定でしたが、当日が近づくにつれ当日までに作業が終わらな

いということが明確になってくると、オープンまでにどこまで完成させるのかという事を考えな

くてはいけませんでした。当日来ていただいた方々に不快な思いをさせたくなかったので、何と

かできるとこまでつくりあげようということで、オープン前の 1 週間は一夜づけをする受験生の

ごとく作業が進んでいきました。そのおかげで何とか当日を迎えることができました。
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当日を迎えるにあたりまーゆの会員の皆様にいろいろ手伝っていただきました。アドバイス

していただいたり実際に工事をしてくださったりした宮島さん、我孫子さん、中島さん、沢辺さ

ん、柴田さん。長野大学依田ゼミのみなさん。オープン当日のお手伝いしていただいた安井さん、

柴田さん、三井さん、藤倉さん。長

野大学横山ゼミのみなさん。ストリ

ートオルガンを演奏していただい

た宮崎さん。当日参加していただい

た城下さん、前田さん、竹内さん、

などなど名前をあげられなかった

方々もたくさん参加していただき

ありがとうございました。改めて

「まーゆ」のつながりのありがたさ

を実感することとなりました。

これからの活動ですが、ネット

ワークハウス縁舎は地域の方々が

気軽に立ちよれるような場所にし

て行きたいと思います。オープンイ

ベントは終わりましたが増築部分

の作業が終わっていなかったり、内

装部分や細かな仕上げ部分が終わ

っていなかったりしています。それ

らの部分を現在仕上げている最中

です。しかし、オープンスペース、

厨房は使えるのでイベント等で使

っていただきたいです。縁舎を借り

たい方は私の携帯電話もしくはメ

ールアドレスに 10 日ぐらい前まで

に御連絡下さい。

ネットワークハウス縁舎は人

と人の「縁」が結びつくような場所

にしたいとねがっております。これ

から地域の方々やまーゆの皆様に

も使っていただいて新しい縁の結

びつきができるよう活動して行き

たいと思います。これからもよろし

くおねがいします。

携帯電話 090-2520-7863

メールアドレス tuba-m.t-tuba.sw@docomo.ne.jp

信濃毎日新聞 10 月 18 日（土）



－５－

たんぼプロジェクトだより（平成 15 年度）

柴田 博 中島 邦夫

脱穀が済み秋おこしの終った棚田に立つと，「ああ、今年も終ったんだなあー」と

感慨がわいてきます。でもその感慨は昨年とは比べ物にならない位余裕のあるもの

です。天候不順にも拘わらずみごとに実った稲、次々と獲れたトマト、なす、きゅ

うり、ししとう、ピーマン、鷹の爪、春菊、二十日大根、野沢菜、しそ、さつま芋、

ひまわり、大豆（味噌仕込みに最適の麹いらずの種だけ）、そば（これだけは大外れ

でした）…。そして夏の盛りに開墾した４５０坪の畑には、いちごと小麦（あの懐

かしいイガチクを手に入れたのです）を、野菜の後には春獲りのじゃが芋を、棚田

コンサートをやったたんぼにはれんげを播きました。来年は稲の作付けも飛躍的に

増えるでしょう。横林さんの山林にドラム缶の炭焼き窯も作りました。これで竹炭

を焼くのです。

次は何をやろうかとわくわくしながら、夢を描いています。来年の報告では思い

もよらない事があるはずです。

１年間、このプロジェクトに協力頂いた大勢の会員の皆様、そして須川のおじい

ちゃんおばあちゃん JA の林さん本当にありがとうございました。

作業日誌

4..1 今年度の打ち合わせ（自治会、JA）

4.10 完熟堆肥 2ｔ購入、撒く

5.16 地権者との会議

5.17 道路拡幅工事

5.18 耕運機で田起し

5.25 田植え（総勢４０人）

6.1 植え直し（一部）､ 補植、畔草刈、畔補修（我孫子さん専任）

6.6 さつま芋植え、野菜移植（柴田さん専任）

6.15 野菜棚作り

6.28 農具小屋設置

6.29 棚田ほたるコンサート（８０人参加）

7.13 畔草刈

7.20 田の草取り

8.2 そば播き、追肥

8.2 グランド草刈（自治会行事）

8.10 セーカパーテｲ―（8 月ま～ゆ市）

8.11 やっと穂が出た

8.24 畑開墾開始、田の草取り

9.6 バックホー畑開墾

9.19 畑整地完了、畔草刈

9.20 炭焼き釜設置（ドラム缶型二基）

10.5 稲刈り（１７名）
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10.5 いちご植え

10.11 脱穀（９名）（収穫籾 350Kg）

10.12 乾燥調整

10.15 小麦播き

10.16 田起し

10.23 米ぬか施肥

11.3 わら敷き込み、玉ねぎ植え

経費一覧と収支

＜支出＞

・堆肥（小林畜産農場） -------------------------------- 10,000 円

・苗代（JA ファーム）９枚×1000 円 ----------------9,000 円

・小屋ペンキ -------------------------------------------------5,229 円

・ユニック車（宮島） ----------------------------------- 10,000 円

・肥料､資材------------------------------------------------- 17,479 円

・乾燥調整 -------------------------------------------------- 16,000 円

・種、苗代（樋口種苗）

・草刈機、管理機使用代（柴田）-------------------- 10,000 円

・草刈機（中島） -------------------------------------------5,000 円

・草刈機使用代（我孫子） -------------------------------5,000 円

・草刈機、わら切機（西沢）----------------------------3,000 円

・脱穀機（宮島） -------------------------------------------5,000 円

計 ------------------------------------------- 95,708 円

＜収入＞

・米代金(予定 ------------------------------------------------- 83,100 円

・野菜代金 ----------------------------------------------------1,700 円

・会費（2 人）--------------------------------------------------6,000 円

計 ------------------------------------------- 90,800 円

＜収支＞ （－4,908 円＋樋口商店の種、苗代）

*手間代は出せませんでした。

完売御礼

須川の有機米はおかげさまで完売いたしました。来年は生産量もぐっと増えると思

いますのでご期待ください。

お知らせ
ねずみ大根(有名な辛い大根)を栽培しています。

12 月のま～ゆ市には出品できると思いますのでご期待ください。
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ま～ゆは私の命です
№50 前田光俊

｢何だかおもしろそう｣。１１月２日、信濃毎日新聞で地域通貨を初めて知って、大変興味が沸きました。

日常の閉塞感と、冷たくて重苦しいこの時代を生き抜いていくための“何か„を探し求めていたところ

でしたから‥‥。

が、イマイチ理解しにくく、第１回ま～ゆ市(常会)には開催時刻に遅れたこともあって、いささか

敷居の高いものがありました。ところが市民会館の会議室をそーっと開けた途端、たとえようのない

「ふわ～っとした空気」が私を包んでくれたのです。私は瞬間的にその中に入ってしまい、信じられ

ないように溶け込んでいました。和気･やる気･そして心の暖気に満ちた笑顔にま～ゆの姿を見たよう

な気がして、還暦を迎えようとしている私に“何か„の答えが出たような思いでした。

通貨単位をま～ゆと名づけたセンスにも感銘を受けました。郷土の歴史を大切にする思想と、モノ･

コトの流通を象徴するシルクロードのイメージが重なって誇り高い気分です。上田に産まれ、育った

幸運を大切に考えて、会員の輪を広げていく心構えです。皆さんの仲間入りをよろしくお願いします。

キザなタイトルでごめんなさい。

前文は私が２年前に投稿し､会報２号に載ったものです。この時のワクワクした思いが想像をはるかに越

えて､私の生き方にまで及んで､その方向付けしてしまったのですから…つい。

明るい気持ちで廃業しました

親から譲り受けてきた商売が数年前から風前の灯

になって､悶々としていた折も折りでした。入って

みるとま～ゆの魅力は魔力に近いものがありまし

た。数々のま～ゆ交換を重ねていくうちに､今年の6

月､商売に見切りをつけるハメになって迷い無く“そ

の後„に答えを出したのです。

私のこれからの生活は､国民年金にわずかに残し

た資金を取り崩した低空飛行。元々がマルビでした

から､高望みや他人をうらやむ気持ちはなかったも

のの､“カネの縁より人の縁„の道を抵抗無く選べた

勇気はま～ゆなくしてはありえなかったと思いま

す。

｢空いた店舗を地域の方々の生き甲斐の場に開放

しよう｣と。廃業後の事後処理が済む12月頃にこれ

の具体像を固めて､来年はま～ゆを中心にした｢い

つでも気軽に寄り集まる“溜まり場„を始めるつも

り｣です。とっても明るい気持ちでその日を待って

いる私です。｢ま～ゆの皆さんありがとう｣

ま～ゆ使いの達人になったような気がします

ごんべえさんに屋根の落ち葉を片付けていたいた

のを発端に､数々のま～ゆ交換をして､3冊の通帳が

10ま～ゆから1万ま～ゆまでたくさんの人の署名

で埋まりました。受け取り欄の記載は｢名刺作成｣が

多く､支払い欄の方は新鮮野菜や力仕事などで､特

に引越しのお手伝いは大勢の人に助けられ､とても

にぎやかに

楽しくやっ

ていただき

ました。

圧巻はごん

べえさん・孫

の手さんに造

っていただい

たテラスと坪

庭です。古い

家を壊した時

の廃材を使っ

た、いかにもま～ゆらしいウッドデッキです。孫の

手さんの知り合いの方を巻き込んで無粋な私の家に

はもったいないような坪庭です。目に見える形での

成果ですから訪れる人に｢どうだい､ま～ゆって｣と､

ついちょっとした自慢をしてしまいます。｢何だかお

もしろそう｣どころか､2年前には想像もつかないド

デカイコトが私の目の前に現れて､ほっぺたをつね

る思い､これは正に｢ま～ゆは私の命です｣。

お助け一覧表に｢パソコン指南｣を載せておきな

がら､逆に SOS を発したことがたくさんありまし

た。会員には実に多様な能力をお持ちの方がワンサ

とおられて､｢うまく回れば生活の大半はま～ゆで

間に合うのでは？｣そんな気までするのです。鬼太

郎さんが｢ま～ゆ使いのコツはあつかましさ｣と言

われましたが､還暦過ぎのジジイだからこそでしょ

うか。ま～ゆ交換を遠慮なく頼み､気軽に受けてい

ます。



ま～ゆ使いのコツはこれ！ 都々平

｢紅葉狩りの誘いが無かった｣こんな風に思われていらっしゃる方は無いでしょうか？。

私たちま～ゆの大事なことは、誰かがやってくれるのを待つという｢受け身｣ではなく、

ひとり一人が感じたり考えたりしたことをどんどん出し合って､まずは出来る事から何

でもチャレンジしてみることなので､情報が入らないのはその人の責任なのです。

世話人と称する多くの会員は､仕事の合間に活動しているわけですから､痒いところに

手が届きかねるのは仕方ないのです。

そのためにま～ゆ市を毎月開き､隔月の会報にこれからの行事を載せているのです。

最低限､会報を確実に入手する努力があったら｢知らなかった｣はずは無いと思いますが

いかがでしょうか。

そのためには、

①ま～ゆ市に出ていろいろな情報を見聞きし､会報を持ち帰る。

②会報を置いてある場所へ行って受け取る。

③知り合いの会員に届けてもらうようお願いする。

④郵送料を託して送ってもらう。

⑤インターネットのMLを丹念に開く。

のどれかが絶対必要なのです。

そして､①や②は会員同士が触れ合う絶好の機会ですから､ぜひともこれを選択してほ

しいと思います。ま～ゆ交換はモノ･コト以上にヒトとの交歓の出来るチャンスですから

…。

現にこれを盛んにしている会員は｢とっても得｣をしていて､それは“知るひとぞ知る„世界

と言えるような気がします。塩田に“縁舎„が活動を始め､来年は秋和に“暖○室ぶらり

庵„(仮称)が誕生して､いつでも気楽に寄ってみられる場所が出来ます。折角入ったま～ゆ

です､カタヒジ張らずにいい仲間と仲良くなりましょう

まじわろ～ゆかいに！

－８－

60代の今が青春 濡れ落ち葉なんてとんでもない

幼少から体が弱くて､人並みの半生を送れなかっ

た私は､世の中を素直に見られない偏屈な人間にな

っていました。更に卸団地では飛びぬけて弱小で､

コンプレックスの塊でした。でも､ま～ゆはまっ平

らで､自由にものが言え､勝手に行動でき､そして奇

妙に統率が取れて､何を企画しても誰かがそれを仕

切ってしまうのをたくさん見てきました。個性豊か

なのに付き合いやすい優しさが共通しているよう

です。

毎月のま～ゆ市には欠かさず出席するように心が

け､そこでは出来るだけ〔今まで話したことの無い

人〕と接するようにそれを意識してきました。そし

て多くの人にいろいろなお願いをし､私の家に40
数人は足を運んでいただいています。お茶を飲んで

実にさまざまな知識をご披露してくださいました。

すぐに忘れる特技が私に無かったら､この2年で大

変な物知りになっていたはずですが…。｢ま～ゆで

出会わなかったらおそらく永遠に知り合えなかっ

た｣であろう〔いい人〕〔素敵な人〕〔楽しい人〕〔便

利な人〕〔一見変な人〕たちと仲良しになれた私は

今が一番幸せかもしれません。

出会って間もなく､カンの鋭いかっちゃくから｢前

田さんはこれからが青春だよ｣と言われました。ト

シも性別も､地位とかも関係なく楽しく付き合って

くださる“ま～ゆな人„に都々平は感謝の毎日です。



－９－

紅葉の綺麗な「清津峡・田代の七つ釜」探訪記
10月26日(日)朝７時50分期待を胸に総勢23名を

乗せたマイクロバスは、孫の手さんの運転で都々

平さん宅前を一路絶景「清津峡」を目指し滑り出

しました。車中では孫の手さんの息子（幸太郎君）

さんの県庁所在地当て(すべて記憶)を」はじめとす

るさまざまなクイズで和気あいあいな時間を過ご

しつつ、途中休憩をとりながら目的地に向かって

快調にバスは進みました。

日本三大渓

谷 (渓谷とは

幅が狭くて深

い谷が長く続

い て い る も

の )の一つで

ある「清津峡」

は清津峡温泉

から上流約８

km にわたっ

て素晴らしい景観を見せる。狭まった両岸には柱

状節理の発達した 50～100m の断崖がせまり、屏

風岩、昇天閣、黒岩等と名付けられた景勝が続き、

変化に富む渓谷美を展開させている。到着したと

きは、やや肌寒い陽気ではあったが、全長 750m

にわたる渓谷トンネル(有料：団体 450 円）は３カ

所の見晴所とトンネルの終点となるパノラマステ

ーションからの眺めは雄大で荘厳な渓谷美か堪能

でき、トンネル内にはパネルやビデオで清津峡の

四季や自然、成り立ちを紹介するコーナーもあり、

約１時間かけて見学しました。紅葉もやや早かり

しという感はしましたが素晴らしい眺めでした。

晴れていればもっときれいだったと思います。

近くの温泉で、昼食をとり歓談したり、持ち寄

った飲食物をお互いに味見をしたり、温泉に入っ

たりとくつろぎのひとときをとり、次に移動しま

した。

「名瀑田代の七つ釜」はかなり山に入ったとこ

ろにあり、秘境の名にふさわしい場所でした。駐

車場から約 300ｍぐらい坂を下った所にある見事

な滝で心を癒してくれましたが、往復が急坂で難

儀しました。

帰る途中、お土産を買ったり、車中では長野大

学の李先生の素晴らしい喉を始めとする歌を聴い

たり、皆で歌ったり、都々平さん夫人の５分以上

にもわたる口上(もちろん台本なしです)を披露し

ていただいたりとおおいに盛り上がりとても楽し

く思い出づくりの１ページとなりま

した。

“地域通貨ま～ゆ”による仲間と同

一の時間を共有でき、会員になってよ

かったな～あとあらためて感じた一

日でした。

往復一人で運転された孫の手さん

はじめ参加された皆さんほんとうに

お疲れ様でした。また、いろいろとお

世話になりありがとうございました。

今後、是非とも企画のうえ実施して

いただくことをお願い申し上げます。

いっしゅう



－10－

ハコさんの紅葉狩り奮闘記
毎日、毎日、パソコンで紅葉状況と天気をチェック。

今朝はいよいよ出陣、足元固め、背中のリュックには、ぬかみ

そ女房の名に恥じぬ様夕べ漬け込んだきゅうりと形の揃わぬお

にぎり。

７時前既にエンジン全開の孫の手さんのさわやかな"おはよう"

のお迎え、発参加で少し心細かったのが解消.幸太郎君も元気で

す.走る走る、車は乗ってる人の気持ちを知ってか一目散に。

車中は笑う、笑う、お腹の皮がよじれるというが、骨があった

なら完全に複雑骨折状態。Ａ型大多数の他己紹介も"なるほど””

ふんふん”最後まで"男"と扱われてさもありなんと思いつつ、太

刀魚と記したのが秋刀魚に化けて、これ如何に？秋刀魚の季節

でした.

清津峡のトンネルの途中は凄い凄い息を呑む絶景の広がり。斜めに組んだ岩肌にたくましくもつつましく

綾なす見事な色彩、どこまでも見事。大きな大きな自然の不思議の中に息をのんで対峙する。これぞ"清津

峡――来れてよかった 感謝。

おいしいお昼をいただき､つるつるお肌の温泉に浸かる.この醍醐味.贅沢の極み。

紅葉の中、七つ釜へ、滝とは下れば上る世の習い。老骨(？)にむち打って一番に下ったものの、行きはよい

よい帰りは何とやら、周りに気付かれぬように取り繕ってその実、心臓パクパク状態。見栄張りました。

あたかも私の日常を覗いているかのような、綾の小路様の漫談に妙に感動覚えてうつら､うつら。

おいしい匂いに目覚めればそこにはきのこ汁.私はこれを待っていたのだ。あわただしく、忙しくそれでも

しっかりお口の中はおいしいダンスを踊ります.

秋の日は早くもとっぷり暮れて一路帰途。美しい澄んだ歌声が響く。情感あふれ幼い日々を思い出す李先生

の素晴らしい歌唱力。感動でした.先生のお人柄があふれ出てあったかい気持ちに包まれました.

旅は沢山の思い出を作って終わりました.

見事としか言いようのない"孫の手"さんのハンドルさばきとこまやかな案内に、ただただひたすらに感謝し

ています. ありがとう御座いました. また御願いします.

皆さんお世話になりました.

10 月 29 日 木下 ハコ

次のページに続く

名前 前田美枝子 三井幸子
血液型 Ｂ Ａ

性格
あわて者ですが、時聞には几

帳面です
真面目人間

好きな食べ物
果物(何でもＯＫ。甘い汁がい

っぱいなら最高)
いろいろ

嫌いな食べ物 ウニなど臭みの強い魚 げてもの

好きな人
とりあえず田中康夫さん・庶

民の政治をやってくれる人
いるけど、名前忘れた

嫌いな人 うそをつく政治家みんな うそをいう人

・好きなもの
ＮＨＫ金曜時代劇はどのシリ

ーズも大好き
土いじり・里山歩き

嫌いなもの 医者にかかること 人節でしやぺること

私の蓼
体がすっと健康で山歩きが続

けられればいいな

宝くじが当たること（買って

ないけど）当たったら雑木林

を買う

参
加
者
自
己
紹
介

バ
ス
の
中
で
次
の
様
式
の
用
紙
に
記
入
し
、

そ
れ
を
他
人
に
読
ん
で
も
ら
う
「
他
己
紹
介
」
を
し
ま
し
た
。

今
号
に
は
ま
～
ゆ
な
人
が
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
こ
こ
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。



－１１－

名前 大野満里子 西澤公子 木下ハル子

血液型 ＡＢ Ａ Ａ

性格

物事にこだわらない・片付

けが得意でない・大ざっ

ぱ・くよくよしない

自分のことはわかっている

ようでわからない

表向き大ざっぱ・中身デリケ

ートでシャイ

好きな食べ物
麺類・中華料理 果物なら

なんでも
カニ・エビ アルコール・漬物・ゴハン

嫌いな食べ物 ニンニク 現状ではなし ウナギ・太刀魚・長い物全部

好きな人 ペ・ヨンジュン(韓国の俳優) 安倍幹事長・故石原裕次郎

嫌いな人 亀井さん・猫 意地悪な人 吉良上野介・金丸信

好きなもの
ウォーキング・スポーツ観

戦 観劇など

料理・園芸・音楽・映画 ウ

ォーキング

笑点・サスペンス物全部(本

もテレビも)・水の中のこと

全て

嫌いなもの
人のうわさ話しか話題のな

いような人
社会悪・殺人

シャワーの流しっ放しの

人・くわえたばこの女性・音

を垂れ流す人(車)

私の夢

ゆっくりのんびりと自由な

旅ができればいいな(お金の

心配も何も別にしておいて)

もう一度若返って素敵な人

と結婚したい

泳いで、フロにつかって、適

度にアルコールを入れ、ミス

テリー物など詠みつつ寝入

る…今の延長か…続くこと

その他一言
世界中のおいしい料理を食

べてみたい

名前 城下一彦 前田光俊 古田恒男

血液型 Ａ Ａ Ｂ

性格 おとなしい おせっかい・忘れっぽい 静かな人間と思っている？

好きな食べ物 ほとんど
牛乳かけごはん・餅・そば

うどん
日本そば・山菜など

嫌いな食べ物 特になし メロン・お茶漬け 肉類

好きな人 家族

妻(普通の時)・志ん生・管直

人小池先生(恩師)・五輪真弓

今日のま～ゆの人

長島茂雄

嫌いな人 自己主張の強い人
妻(ふくれている時)・お金持

ち 小沢一郎
鈴木ムネオ

好きなもの 野球・サスペンス物 落語・相撲・ラジオ お笑い番組

嫌いなもの 自分勝手なこと
テレビのバラエティー番組

大変人
歌番組・連続ドラマ

私の夢 健康で長生きしたい
30％くらいま～ゆで暮らし

たい・元気な老後

大好きな魚を釣る事

絵を描くこと

その他一言



－１2－

名前 宮島由幸 安井啓子 安井幸次

血液型 Ａ Ａ ＡＢ

性格 短気・ずぼら おっちょこちょい・テレ屋 短気

好きな食べ物 ソバ・ラーメン 甘～いものなら何でも 魚介類

嫌いな食べ物 なし 生野菜

好きな人 友人の親父・パワーのある女性
明るくて素直でやさしくて強

い人
竹内結子

嫌いな人 姉のダンナ
うそつきな政治家・自己中心的

な人
小泉純一郎

好きなもの 古い民家・骨董・ぶらり旅

夢のある映画(ラブロマンス)を

観ること・美しいところを旅す

ること・おいしいものを好きな

人たちと食べること

きのこ採り

嫌いなもの うだるような暑い日 強制されること ドタキャン

私の夢
山に冒険の森・樹上の家をつく

ること

①世界中が平和になり、みんな

が安心して心地よく暮らせる

こと。世界中にま～ゆの輪

を！！

②世界一周(気の合った仲間と)

スローライフ

その他一言

名前 柴田照子 山岸きよ子 竹内秀夫

血液型 もちろんＢ Ａ ＡＯ

性格 せっかち・おせっかい
小さい頃はおとなしく消極的、

今は楽天的です
無口

好きな食べ物 太らない物 くだもの 有機野菜

嫌いな食べ物 太る物 げてもの なし

好きな人 さざえさん 森光子 無口な人

嫌いな人 鈴木宗男 きたない政治家 限りなくしゃべり続ける人

好きなもの マレットゴルフと水泳と介護 里山登り・ドラマ お酒

嫌いなもの うそつき(政治家)
食事の時にタバコを吸ってい

る人
交通量の多い道

私の夢 ハッスルおばあちゃん 信州百名山に登ること 20代に戻ること

その他一言
私と付き合ってがまんしてる

人、すみません



－１3－

のび太さんのま～ゆな日々
№７のび太

住民自治ってなんだろう

昨年から公民館の役員を仰せつかり、

微力ながら地域の様々な行事に、ある時

は主催者となり参加してまいりました。

どの地区の公民館役員さんも口々にお

っしゃる苦労に「人集め」があります。

行事がある前に関係する団体や役員さ

んに集まっていただき、各地区毎に参加

者の取りまとめをお願いする・・。大方

がこのようなパターンで開催に持って

いきます。あまり良いイメージはない言

葉ですが、いわゆる「動員」とも言える

やり方です。

では、ひろく情報発信のみを行い参加

を自発的に任せたらどうなるか、良い例

が先日ありました。現在市内各地で進め

られている「合併市民懇談会」です。

市の広報に載っていた都合のつく会

場へ足を運んでみて驚きました。説明す

る側の市の職員さん

８名に対し参加者は

３０名ほど、対象世帯

も市内では多い方の

広域地域にも関わら

ず、です。同地域で毎

年行われる人権青少

年懇談会にはその何倍もの方が集まり

ます。それは先の例のように関係団体の

役員にあらかじめ通知が出ているから

に他なりません。主催者側として１人で

も多くの方にという想いもあり、またそ

の御苦労もわかりますので、このような

人集めの方法が悪いというのではなく、

問題はそれらの集まりが持つ「質」とも

いうべきものです。 二つの例で明らか

な「質」とは一連の講演会や内容説明が

終わった後でのフリートークに現れま

した。

人権青少年懇談会での自発的発言者

はゼロなのに対し、合併懇談会では次々

と質問や意見がでてくるのです。「なる

ほどなあ、そんな考え方もあるんだ」参

加して有意義だったと感じるのは決し

て参加人数の多少ではありません。

自ら治めると書いて「自治」。そこに

は主体は個人個人だという意識が欠か

せないはずですが、一番狭い地域の「自

治会」は、ほっぺた回しの御苦労役。ま

た「自治体」は何かをしてくれる、ある

いは統治する側、という意識から私たち

はなかなか脱皮できません。

どうせなら楽しく元気に暮らした

い・・そんな思いから「地域を元気に！」

をキーワードに地域の若手？でサーク

ルを作る計画を始めました。

発起人はたった３名、さてどんなもの

になるかは分かりませんが、まずはごち

ゃごちゃと好きなことを言い合うこと

から始めたいと考えて

います。できれば、自

治会（体）や公民館と

の連携を模索しながら

できたらいいなあ・・・

と、ここまで書いてふ

と考えると、「まーゆ」

の皆さんはそんなことは、もうとっくに

実践しているのでしたね。

よくよく考えるとそんな大所高所か

らものを言うより、近くの川のゴミを拾

うとか、１人でもできることは沢山あり

そう。まずは身の丈の「自治」の実践か

ら始めたほうがいのかもしれません。い

やいや待てよ！我が家の中にだって・・

とまたまたここまで書いたら遠くで女

房の声が「お父さん少しは家の掃除も手

伝って！」いやはやご同輩、「灯台下暗

し」ではありますな。
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誰でも弾ける！ 妙なるしらべ！

ストリートオルガンを

ま～ゆでお貸しします
会報10号で紹介された宮崎省吾さん所有のストリートオルガ

ンが､会員には自由にお借りできることになりました。

すでのその迫力があってヨーロッパの匂いのする妙なる音色

に魅せられたほうはいらっしゃるでしょう。

宮崎さんはこれを｢ま～ゆの会員にどうぞ｣といってください

ました。レンタル料として（100％）支払いをしていた

だければ結構です。人の集まる場所での注目度は抜群です。

イベント等にどんどん使ってください。

都々平宅でお預かりしています。℡27-1230 にご連絡を。

編 集 後 記
まーゆは 2 周年を迎え､さまざまな動きの中でマスコミに登場の機会もあって､かなり世間

にその名を知られるようになってきましたが､会員間のま～ゆ交換は必ずしもその内容が明

らかになっていないような気がします。この会報に｢ああ､こんなことも｣といった具体例が紹

介されてたらもっともっと元気で明るい社会作りが出来るのではないでしょうか。編集部(そ

んなもの有ったのかな？)から依頼された会員からはいつも快く記事を送っていただきますが､

もう少し積極的な投稿があったらと思います。

今号は黒田編集長が超多忙で｢ま～ゆとは浦島状態｣のために､いつものような楽しいイラス

トが少なくて残念でした。写真も印刷機の特性で､ハッキリしないことをお許しください

都々平




